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生物が幾世代にもわたり子孫を残してゆくことができるのは、親から子へ、遺伝物質であ
るDNAを複製して（コピーして）伝搬するからです。DNAによって伝搬される情報を遺伝
情報と呼びます。遺伝情報には、体を形成する情報や、細胞活動のための情報、環境に応
答し順応するための情報など、生命活動に必要なすべての情報が含まれています。

遺伝情報は、たいていDNA→RNA→タンパク質という順に発現することが知られています。
これは、生命現象の中心原理（セントラルドグマ）と呼ばれる、分子生物学の最も重要な
考え方です。分子生物学科では、セントラルドグマをうごかす詳細なしくみ（DNAの構造
と遺伝情報発現・調節のしくみ）と、これを支える細胞の構成成分の役割を、伝統ある生
化学を基礎として教育します。また、急速な進展を続ける全遺伝子の情報解析研究（ゲノ
ムサイエンス）や、地球温暖化や環境問題の解決の基礎となる光合成、環境応答、ストレ
ス耐性などの高次の生命現象についても教育・研究しています。

「何のために大学で学ぶのか」という問いかけは、学生としていつも考えていただきたい
ことのひとつです。われわれ教員は、みなさんに、高度な知識を学ぶだけでなく、すべて
の生命の尊さを理解し、"思慮に富む人としての基礎"をしっかりと築くことを期待してい
ます。分子生物学科／分子生物学コースでは、分子生物学という学問を通して、学生ひと
りひとりの人間としての質を高めたいと考えています。

教育・研究の主たる場所は埼玉大学の理学部３号館ですが、大学院コースは、理化学研究
所の連携教員４名の協力を得ています。ご質問等がありましたら、遠慮なく電子メール等
でお尋ね下さい。見学をご希望の方も歓迎しております。
　

　　　　　　

問い合わせ先

　　　　　　　　　　　　　　　理学部分子生物学科
大学院理工学研究科生命科学系専攻分子生物学コース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員一同

電話:　048-858-3747（分子生物学科事務室）
電子メール：bunshi@molbiol.saitama-u.ac.jp
ホームページ：

左：DNAの二重らせん構造。
右：DNAシーケンサーによるDNAの塩基配列の決定。

はじめに

http://www.molbiol.saitama-u.ac.jp/
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組織図

大学院の博士前期課程では、生命科学系専攻の分子生物学コースに進学することによ
り、学部との一貫教育を受けられるしくみになっています。さらに博士後期課程で学
びたい場合には理工学専攻の生命科学コースが用意されています。

Ｑ．大学院に進学したいのですが？

分子生物学は、生体を構成する核酸、蛋白質、
糖質、脂質などの構造と機能の面から生命の仕
組みを理解しようとする学問で、生体制御学は、
遺伝子、細胞、組織・器官、個体の各レベルの
制御から生命の仕組みを理解しようとする学問
です。前者はよりミクロ、後者はよりマクロな
観点からアプローチする生物学である、とも言
えるかもしれません。

Ｑ．分子生物学科と生体制御学科の違いは？

●

●

分子生物学科

数学科



実験実習の重視

生物の多様で複雑な営みは、共通して親から子へ遺伝す
るという特徴をもっています。親から子へ伝えられる情
報は遺伝情報と呼ばれ、デオキシリボ核酸 (DNA) に、
構成塩基 (A, T, G, C) の配列として暗号化されています。
遺伝情報が発現するとき、DNAの塩基配列はリボ核酸
(RNA) の塩基(A, U, G, C)の配列にコピー（転写）され
ます。RNAの塩基配列は、リボソームという装置でアミ
ノ酸の配列情報に翻訳され、その結果、タンパク質が合
成されます。タンパク質は、遺伝子発現調節、情報伝達、
細胞構築、代謝、運動など、さまざまな生命現象を司る
重要な生体高分子です。
　このように、「遺伝情報はDNA→RNA→タンパク質と
いう順に伝えられ、生命現象を支配する」という考え方
を、分子生物学の中心原理（セントラルドグマ）と呼ん
でいます。分子生物学は、中心原理をもとに、生命現象
を分子レベルで研究する学問であるといえます。分子生
物学科では中心原理の詳細なプロセス（遺伝子発現のし
くみ）と、原理を支える細胞構成成分の役割（生体物質
のはたらき）を、伝統ある生化学を基礎として教育して
います。また、急速に進展している生物の全遺伝情報解
明に関する科学（ゲノムサイエンス）についても学ぶこ
とが出来ます。分子生物学を学ぶことにより、地球温暖
化の解消や食糧増産に資する基礎研究や医療を支える基
礎生物学など、さまざまな分野で活躍するための基礎を
身につけることが出来ます。

生命科学に限らず、幅広い学識を持った生命科学分野の
研究者・技術者の育成をめざしています。世界的に定評
のある生化学、分子生物学の教科書を使用した講義を受
講することにより、４年後には、大学院進学に十分な学
力を身につけることが出来ます。また、各教科書の基礎
項目の修得を徹底し、講義で扱わない教科書の部分も自
発的に学習できるようなレベルの学生の育成をめざして
います。

２、３年生の実習では、基礎実験技術とレポート作成技
術の修得を重視しています。４年生の卒業研究は、自ら
研究室を選び、教員・先輩の親身の指導のもと、最先端
のテーマに取り組みます。家庭的な雰囲気の各研究室で
行われるため、研究以外の内容や将来の進路についても
気軽に相談できます。２月の研究発表、３月の卒業論文
提出をもって卒業となります。
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分子生物学とは？ 大学院進学を目標にした高レベルの教育

分子生物学科の教育

国際的に活躍できる人材の育成

社会のグローバル化に伴い、企業・研究機関・行政機関
等の様々な職場で、国際的に活躍できるグローバルな人
材が強く求められています。このような社会の要請に答
えるためには、英語力の向上が必要不可欠です。分子生
物学科では、専門的な英語の文章を読むこと、英語を話
すこと、聴くことなど、様々な側面から英語力を伸ばす
ことを目的としたカリキュラムを用意しています。研究
室に所属してからは、来日した外国人研究者・学生と交
流する、国際学会に参加する、研究留学するなど、英語
を用いてコミュニケーションする様々な機会があります。
下の写真は、英語でバイオテクノロジーなど先端科学に
関するプレゼンテーションを行い、英語でディスカッ
ションする２年生の授業「生物英語Ⅱ」の様子です。

きめ細かい学習と生活指導

１、２年生時には、10人程度の少人数講義を受講するこ
とにより、教員とうち解けながら勉強することができま
す。卒業研究で研究室に配属されるまでの３年間は、担
任制度があります。教員は授業時間以外にオフィスア
ワー（居室で待機する時間）を設定し、勉学や生活など
さまざまな相談に応じています。１年生の夏休み前、２
年生の新学期および12月、３年生夏休み前には、学生面
談があります。これらの活動をとおして、学生の履修状
況と学生生活について把握し、丁寧で適切な指導を行っ
ています。



分子生物学科は８階建ての理学部３号館の、２階から８
階までを使用しています。２階には講義室や学科の事務
室、３階には学生実習室、４階より上の階には、各研究
室や、教員室、共通の機器室などがあります。
　１-３年生は主に２階の講義室、３階の学生実験室で、
様々な事柄を学びますが、４年生になると卒業研究生と
して各研究室に配属され、４階より上の階が生活場所と
なります。ここでは、大学院生、ポスドク、教員など、
多くの研究に携わる人々が、日々最先端の実験に取り組
んでいます。
　それでは、分子生物学科に入学してから、研究室に配
属されるまで、実際にどのような生活を送ることになる
のか、順を追って見ていきましょう。

１年生では語学や様々な教養教育科目を履修して、幅広
い分野の知識を身につけると同時に、分子生物学の基礎
となる勉強をします。たとえば「分子生物学基礎」とい
う授業では、分子生物学科の教員一人一人が、それぞれ
の専門分野でホットな話題を、基礎から分かりやすく紹
介するので、学生からも好評です。
　分子生物学の研究を行うためには、英語の能力アップ
が欠かせません。英語論文から情報を集め、自分の研究
成果を英語論文として発表するためです。分子生物学科
では、１年生から、英語の分子生物学の教科書を読み進
める授業を行っています(左写真）。１学年４０人を１０
人ずつ少人数に分けるため、先生とも親しくなり、アッ
トホームな雰囲気で授業を受けられます。

３年生の講義内容はさらに高度なものとなり、各教員が
専門分野の知識をより深く掘り下げて解説します。具体
的には「タンパク質の分子生物学」「糖質の分子生物学」
「酵素学」「ゲノム生物学」「植物分子生理学Ⅰ、Ⅱ」
など。左写真は「遺伝情報発現」という講義の様子です。
原核生物、真核生物の転写、翻訳、およびそれらの制御
機構や高次生命現象について詳しく学びます。
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学生生活

２年生では１年生で身につけた基礎知識をもとに、分子
生物学と生化学についてさらに深く学びます。２年生の
ための英語の少人数講義を選択することもできます。
　３階にある広い学生実習室では、週に１回の学生実習
が始まります。２人から４人で１班を構成し、化学や生
物学の実験に共通な基本操作や器具の取り扱いを学ぶ
「基礎生化学実験」(右写真)や、生物学の基礎的な実験
を行う「基礎生物学実験」を受講します。



３年生の学生実習は、各研究室がその研究テーマに関連
の深い内容で、数日間ずつ担当します。分子生物学、生
化学、遺伝学、植物分子生理学などの、専門的な実験技
術の習得を目指すことになります。自らの手を動かして
実験することにより、３年間に講義で学んだ教科書の知
識を、生きた知識として身につけることができます。右
写真は HPLC（高速液体クロマトグラフィー）の扱い方
を学んでいるところです。分析したい試料を、高圧でカ
ラム（チューブにシリカゲルなどを詰めたもの）に通し、
成分毎に分離、検出する装置です。

４年生では、自分で所属する研究室、指導教員を選び、
卒業研究テーマを与えられて、４月から毎日実験を行う
ことになります。３年生までは、結果が分かっている実
験に、主にグループで取り組んで実験技術を学んできた
わけですが、卒業研究では、これまで誰も行ったことの
ない実験に、習得した実験技術を駆使して、自分一人で
取り組みます。期待と不安が入り交じる反面、達成感の
ある研究生活を体験できます。教員や、周囲の大学院生
のアドバイスを受けながら、最先端の研究を発展させ、
その成果を２月の卒研発表会で発表し（左写真）、卒業
論文としてまとめます。優れた成果を上げた場合は、学
会で発表することもあります。

大学院生は、得られた研究成果を国内学会で発表するこ
とはもとより、海外の専門家が集まる場で研究を発表し、
外国人研究者との交流から国際性を高めていくことが求
められています。国際学会に参加すると、世界最先端の
研究に触れることができる上、自らの研究に関して貴重
な助言が得られることも多く、とても良い勉強になりま
す(左写真）。

以上のとおり、分子生物学科の学生は４年間のうちに、
生物学の基礎から分子生物学の最先端までを学び、次第
に実験技術を身につけ、卒業研究においては、科学者と
してどのように学問の形成に貢献できるのかを体験する
ことになります。また大学院では、第一線で活躍する科
学者の一人として、積極的に研究を推し進め、世界へ向
けてその成果を発信することになります。
　さあ、あなたも私達と一緒に学び、研究の場で活躍し
てみませんか？
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大学院生は、さらに研究を進めて、それを１つの研究論
文として学術雑誌に投稿する、つまり世界に向けて研究
成果を発信することが求められます。そのためには、研
究を完成させるために何が必要であるのかを考えること、
自分の研究が世界的にどのように位置づけられるのかを
知ることなどが重要です。論文発表に必要な論理力、専
門知識を養うため、各研究室では週１回、研究室セミ
ナーを行います。発表の当番が回ってきた学生は、実験
の進行状況の報告、英語の論文の内容紹介などを行い、
その発表内容について、皆でディスカッションします。
右写真は外国の研究者をお迎えしての研究室セミナーの
様子です。
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ここでは、分子生物学科ってどんなところ？　というこ
とで、私が今まで学科で学んできたことや、研究室での
生活について簡単に紹介したいと思います。
　まず、１～２年生では、分子生物学の歴史背景や、研
究を行う際に重要になる基礎的な考え方、実験の原理、
手法を中心に学習してきました。分子生物学は生物のつ
くりや活動を様々な視点から解明しようとするものです
が、その中心にあるのは、遺伝子や酵素（タンパク質）、
糖、脂質などの生体内物質です。そのため、具体的には
遺伝子の組み換えの方法や、糖、脂質の代謝と働き、酵
素が関わる反応などを学習してきました。化学や物理に
近い内容も含まれており、幅の広い知識を身につけるこ
とができます。私は生物以外の分野はあまり得意でなく、
物理に関しては高校で習っていなかったので、難しいと
いう印象を受けましたが、先生方がしっかりとサポート
して下さったので、それほど抵抗なく学習を進めること
ができたと思います。
　３年生では、先生方が専門としている分野についてよ
り詳しく学びました。先生によって専門とする分野は様
々で、生物の進化、遺伝子の転写制御、タンパク質、糖、
脂質の性質、光合成、環境、などがあります。扱う生物
も、植物、細菌、光合成微生物など種類が豊富で、色々
な研究内容から自分の研究したいテーマを見つけるのに
とても役立ったと思います。
　また、２～３年生では学生実習があり、机上の学習だ
けでは理解しにくい実験手法、原理のイメージを実際に
体験して学ぶことができました。各実習では、その分野
の専門の先生が丁寧に教えて下さり、また各研究室の先
輩方がティーチングアシスタントとして参加して下さる
ので、安心して実習に取り組むことができました。
　

在学生のコメント

　続いて４年生になると、多くの人がいずれかの研究室
に所属して自分の興味ある分野について研究を進めてい
くことになります。私が所属する研究室では、バクテリ
アを遺伝子中心に解析しており、新しい遺伝子の機能を
調べたり、遺伝子の発現調節のしくみを解析したりして
います。研究室での生活は、私の場合、平日は朝８時半
から夜８時頃まで、研究室で実験や調べ物をしていて、
土日は基本的に休みです。卒研生の生活は比較的自由で、
用事があったり、疲れたりしているときは、早めに帰っ
たり、朝遅く来ることも可能ですが、大体の研究室が朝
１０時からというところが多く、終わりの時間は実験の
区切りによって変わります。
　ほとんどの研究室では、週に１～２回、研究室の全員
が集まって行うセミナーがあり、内容もそれぞれですが、
私の所属する研究室では、自分が興味を持った英語の論
文を読み、その内容を紹介する、という形式で行ってい
ます。研究室で学習する際は、先生や先輩方が機器の使
い方や、研究室での生活などについて丁寧に教えて下さ
るので、充実した研究生活ができると思います。勉強す
ることが多かったり、生物を扱うということで、実験が
難しくて大変なこともありますが、これまで充実した大
学生活を送れたと思うので、この学科に入れて良かった
と感じています。　（H・Iさん　男性）

学部学生の生活

写真左：ロビースペースでの歓談の様子
写真上：研究室内の様子
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大学院生の生活はどういうものなのか、私の研究室での
生活について簡単に紹介したいと思います。
　大学に居る時間の大半は研究室で実験や調べものをし
ています。私の場合は朝１０時から夕方まで、遅い時は
夜９時くらいまで研究室にいます。土日は基本的には休
みです。自分自身で実験の計画を立てられるので、帰宅
時間は日によって様々です。自分自身で実験の計画を立
てることで計画性や思考能力が身につきます。研究室で
は、週に１～２回、研究室の全員が集まって行うセミ
ナーがあり、自分の興味を持った英語論文を紹介し、そ
の後内容についてディスカッションしています。論文を
紹介することで知識を広げるだけでなく、英語能力も向
上します。セミナーの準備は大変ですが、自分の研究に
関する論文を読むと自分の研究の重要性が分かり、研究
する意欲が沸いて来ます。また、夏休み前や冬休み前に
は集中講義があり、分子生物学分野の最先端の講義を受
けることが出来ます。
　大学院生の生活は研究だけかと思われがちですが、年
に２、３回は分子生物学コース全体でバーベキューや球
技大会などの催し物を行ったり、研究室で旅行に行った
りしています。私の研究室では、去年の１０月に国立大
学共同利用の草津セミナーハウスへ行き、温泉やレクリ
エーションを楽しみました。また、夏休みや冬休み前、
卒業研究発表後などにはコンパも行っています。コンパ
には研究室のOBやOGの方も良くいらっしゃいます。
　分子生物学は急速に発展している学問なので勉強する
ことが多く、生物を扱った複雑な実験操作も多くて大変
なこともありますが、１つ１つの実験が成功して成果が
出た時の充実感は何にも代えられません。また世界中で
誰もわかっていないことを自分の手で解明することが出
来る面白みがあります。皆さん、私と一緒に生物の未知
の世界を探求してみませんか。 （F・Mさん　女性）
　

多くの学部生は、大学院への進学と就職の選択を迫られ
ると、早く就職して自立しようと考えるのではないかと
思います。なぜなら、学部で学ぶ「学生実習」の多くは、
皆と同じテーマに取り組み、テキストの通りに実験を進
め、レポートを書いて終わり。受け身で自主性が乏しく
とも成立してしまうことが多く、実験の面白さをあまり
感じることのないまま、就職か進学の選択を迫られれば、
消去法で就職を選んでしまうのではないかと思います。
しかしながら、学部４年になると研究室に配属され、世
界中で誰も同じことをやっていない「私だけのテーマ」
を自分で決め、研究を進めて行きます。そして、それま
でに習った実験技術と先生や先輩の助言をもって、「結
果」を出すことの面白さ、それを発表することによって
得られる周りの賞賛を味わうのです。この醍醐味を経験
してから、就職か進学を決めても遅くないのではないか
と思います。
　私は、修士課程までは行きたいと思っていましたが、
実験の面白さを知ってから博士課程への進学を決めまし
た。楽しいと思うと没頭する性格も手伝って、一生の趣
味であるダンスに並んで、研究という新たな楽しみを発
見したわけです。今では、先生の力を借りながらも、自
らの力で①やりたいこと、つまりテーマを見つけ、②実
験計画を立て、③結果を出し、④結果から導かれる現象
を考察し、⑤学会で発表するというサイクルをこなして
います。もちろん、楽しいことばかりではなく、実験が
うまく行かないとき、結果が仮説に反するときや、先生
との厳しい議論によって落ち込むこともあるでしょう。
でも、そうして苦しみながらも得ることのできた素晴ら
しい結果によって、痛みは昇華してしまうものなのです。
　「でも、大学院まで行くお金はない…」「親に迷惑を
かけたくない…」こうした意見のもと、大学院への進学
を諦めてしまう人も多いかと思われます。たとえ奨学金
を受けていたとしても、就職してお給料をもらった方が
得だろうと思っている人は多いのです。私もそのひとり
でした。しかしながら、実は、私はある制度のおかげで
学生にして社会人と同等のお給料をもらっています。こ
の制度は、独立行政法人日本学術振興会の特別研究員制
度というもので、日本の若手研究者の養成・確保を図る
ことを目的として、採択された研究者に給料（研究奨励
金 ） と 研 究 費 が 支 給 さ れ る と い う も の で す （http
://www.jsps.go.jp/j-pd/index.html）。私の場合は博
士課程2年からの採用でしたが（DC2）、早い人では博
士課程1年から採用されることもあります（DC1）。た
だ、誰でも採用されるという訳ではありませんので、早
いうちから研究業績をあげ、有望な研究計画を熟考する
ことをお勧めします。がんばるだけの価値は確実にあり
ます!　（Y・Yさん　女性）

大学院生の生活 博士課程へ進学

写真左：バーベキュー大会
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国際交流

埼玉大学では、平成21年度から理工系学生のための国
際交流プログラム「世界環流プログラム」を行っていま
す。学部学生を海外の研究室に派遣したり、海外の優秀
な学生を受け入れたりして、学生間の国際的な交流を活
性化させるプログラムです。当学科ではこのプログラム
を利用して、活発に国際交流を行っています。

POSTECHの学生（平成21年7-8月、平成22年7-8月、
平成23年6-8月に各2名ずつ）が埼玉大学に滞在し、植
物分子生理研究室で植物脂質の研究に携わりました。こ
の間研究室の公用語が英語とされ、当初は英語で話すこ
とに大きな抵抗がありましたが、一ヶ月半の滞在が終了
する頃には、みんな気軽に留学生と話ができるように
なっていました。アジア屈指の大学の学生ということだ
けあって、韓国からの留学生は英会話の能力が高く、韓
国の英語教育の水準の高さに驚きました。

平成21年9-10月に4名、平成22年9-11月に3名、平成
23年9-10月に4名の卒業研究生および大学院生が韓国
POSTECHのYoungsook Lee教授の研究室に留学しま
した。滞在中は、最新の技術を用いた遺伝子解析実験
や蛍光顕微鏡観察などを行いました。また、アジア最
高水準の大学の研究室に滞在することによって、学生
の研究に対するモチベーションの高さ、また、研究者
として英語学習に対する意識の高さを目の当たりにし
ました。週末には、研究室の学生が韓国の有名な観光
地に快く案内してくれました。「情に厚い」と言われ
る韓国の人の温かさに触れた交換留学でもありました。

平成22年3月に1名、平成23年3月に2名の卒業研究生
および大学院生がフィンランドのトゥルク大学に滞在
しました。光合成研究では屈指のEva-Mari Aro教授の
研究室で最新の実験手法を学んだり、ヨーロッパ中の
学生が集うパーティーに出席するなど、世界というス
ケールを目の当たりにしました。この経験を通して、
自分の意見を述べることの大切さや英会話の必要性に
気付くなど、短い滞在期間にも関わらず大きな収穫を
得て帰国しました。

平成23年6-7月に1名の卒業研究生がハンガリーの生物
学研究所を訪問し、また国際学会に参加しました。多
くの外国人研究者や学生との交流を通じて、英会話能
力や幅広い教養を身に着けることの重要性を改めて認
識する一方で、世界が意外にも身近なことに気付くな
ど、貴重な経験を積みました。

平成24年4-5月に、ハンガリーのセゲド大学の学部学
生1名が埼玉大学に滞在し、環境応答研究室で光合成の
研究に携わりました。当初は英語でのコミュニケー
ションに大きな抵抗を感じていた学生たちも、留学生
の気さくな性格に助けられ、一カ月の滞在が終了する
頃には積極的に会話するようになっていました。

韓国・浦項工科大学（POSTECH）

フィンランド・トゥルク大学

ハンガリー・生物学研究所とセゲド大学
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またハンガリー滞在期間中には、学部学生にして国際学
会に参加するという稀有な経験もさせて頂いた。「積極
的に交流を図らないと爪弾きにあう」と西山先生から事
前に言われていた（脅されていた？）私は、拙い英語な
がらも積極的に交流を図るよう努めた。参加者には博士
課程の学生やポスドクが多く、比較的年齢が近いこと、
また国際学会の雰囲気が意外にもフランクであったこと
も助け、容易に打ち解けることができた。交流を深める
ほどに、話の内容の半分程度かそれ以下しか理解できず、
伝えたいことも満足に伝えられない自分へのもどかしさ
を痛感したのだが、何より歯痒かったことは「君の研究
発表はどれ？」と尋ねられた際に「私は研究発表しない」
と答えざるえないことだった。会話の中で折に触れて自
らの研究成果や知見を語らう彼らが、たいへん羨ましく
思えた。サイエンスを契機として交流を図る上では、独
自の研究成果や知見を有し、それを堂々と語れる人間で
ありたい、とこの時私は切に願った。もしまた国際学会
に参加する機会が得られたならば、是非ともそうありた
い。（T・Yさん　男性）

私は、国際学会でアメリカ、ヨーロッパやアジア諸国な
ど様々な国に渡航する機会を頂きました。異国の学生は
たとえ第一言語でなくとも英語を流暢に使い、積極的に
ディスカッションし、ジョークを挟みながら会話を楽し
むことに長けていました。それまで英語を話すことに自
信を持てなかった私は、愛想笑いを決め込みながらひた
すらショックを受けていました。その後、博士１年のと
きに名誉ある国際学会（Gordon Research Conference
; GRC）で口頭発表のお誘いを頂き、一生懸命準備をし
て挑みました。すべて記憶していたはずの文章は大御所
の先生方を目の前にして真っ白になってしまいましたが、
なんとかやり遂げた発表の後には、「Nice talk!!」
「You did a good job!」と多くの人が賞賛の声をかけて
くれたのです。その時の達成感は一生忘れられないもの
になりました。英語が話せない？語彙が少ない？でも大
丈夫、積極的に話せさえすれば、それらは後からついて
くるものなのです。積極的に会話し意見を得ることの重
要さ、そこから生まれる人との繋がりがもたらす利益を
理解すれば、あなたの世界と可能性は確実に広がります。

ハンガリーを訪問して

世界環流プログラムの一環として、西山先生と共に
Hungarian Academy of Sciences のBiological
Research Centre（以下、BRC）へ行く機会を頂いた。
BRCでは西山先生のかつての同僚の方々が研究室を設け
ており、訪問・見学させて頂いた。研究室の様子や設備、
昨今の研究成果などについての話をなさっていたのだが、
私には何を言っているのかほとんど分からなかった、と
いうのが正直なところである。それまで英語に対する苦
手意識はあまりなかったのだが、英語は読むこと、書く
こと以上に、聞き取ること、話すことが非常に困難であ
るということを切に感じた。私が聞き取れるように気遣
い、ゆっくりと話して下さった時でさえ、理解が及ばな
い自分がもどかしかった。理解できないなりにも懸命に
聞き取ろうと耳をそばだてるうちに、それとなく話の内
容を察することができるようになった。BRCの方々と膝
を交えるなかで、特に感銘を受けたのは、歴史や文化、
芸術などに対する彼らの教養が非常に高いことであった。
それがサイエンスの世界でも国際的に広く活躍するには
不可欠な要素であると感じると同時に、時間割のほとん
どが教養科目ばかりだった大学一年の時に、自分の興味
よりも単位を容易に取得できることを優先して講義を選
択したことを、この時初めて後悔した。今後はサイエン
ス以外にも幅広い興味関心の視野をもち、折に触れて教
養を深めたいと思う。

学会は「研究発表、情報収集ときどき異文化交流」

また、世界環流プログラムで一ヶ月間滞在させていただ
いたアジアトップクラスの大学である韓国のPOSTECH
では、多くのことを学びました。POSTECHの学生は、
研究者としての意識が高いだけではなく、皆でスポーツ
を楽しみ、お酒を楽しみ、エネルギッシュに人生を楽し
んでいたのです。卒業を目前にして、研究室にこもって
塞いでいた私にはとても印象深く、有意義な経験になり
ました。研究とプライベートを両立させてこそ楽しめる、
国際交流によって学んだことの一つです。
（Y・Yさん　女性）
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最近の 学部卒業生の 多く は 大学院に 進学し て い ま す 。 そ の う ち 半数程度が 埼玉大学
大学院理工学研究科に 進み 、 残り は 他の 国立大学理・ 農・ 薬・ 医系大学院に 進学し
ま す 。
　 修士課程の 修了者は 、 博士課程に 進学す る 他、 大学や 官公庁の 研究所で 研究に 従
事し た り 、 製薬・ 食品な ど バ イ オ 関係の 研究開発に 携わ る な ど 、 幅広い 分野で 活躍
し て い ま す 。

学部卒業生の 主な 就職先

JB IR C （ 生物情報解析研究セ ン タ ー ） 、 ア ベ ン テ ィ ス フ ァ ー
マ 、 カ ル ビ ー 、 キ リ ン ビ ー ル 、 シ ャ ス コ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 、
ソ ン ト ン 食品工業、 カ ゴ メ 、 江崎グ リ コ 、 タ マ ノ イ 酢、 プ ラ
メ ッ ク ス 、 ペ ン タ ッ ク ス 、 イ ン キ ュ ベ ー タ ー セ ン タ ー 、 ラ イ オ
ン フ ー ヅ 、 ロ ー ト 製薬、 わ か も と 製薬、 井村屋製菓、 ビ ー エ ス
ピ ー 、 興和、 応微研、 群馬県立高等学校、 高田製薬、 国立精神
神経セ ン タ ー 、 阪大微生物病研究会、 埼玉県立高等学校、 三井
農林、 三島食品、 三和酒類、 参天製薬、 持田製薬、 森永乳業、
太子食品工業、 大鵬薬品工業、 帝京大学医学部、 東京サ ラ ヤ 、
日本イ ー ラ イ リ リ ー 、 日本ケ ミ フ ァ 、 ア リ ミ ノ 、 東京め い ら く 、
富山化学、 日本製粉、 小林製薬、 三菱化学ビ ー シ ー エ ル 、 日本
油脂、 メ イ テ ッ ク 、 A P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 、 霧島酒造、 エ ス
テ ム 、 岩城製薬、 ス カ イ ラ ー ク コ ー ポ レ ー シ ョ ン 、 コ ス モ ・ バ
イ オ 、 三共理化学、 エ フ ・ エ ム 、 日立シ ス テ ム ア ン ド サ ー ビ ス 、
日立ソ フ ト ウ エ ア 技研、 ち よ だ 鮨、 再春館製薬所、 マ ン ダ ム 、
資生堂、 マ ク ニ カ 、 壱番屋、 ニ ッ コ ク ソ フ ト 、 日本情報通信、
三菱製紙、 第一化学薬品、 日本色材工業研究所、 全薬工業、 雪
印乳業、 丸善食品工業、 日本コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム 、 ユ ー ・ エ
ス ・ イ ー 、 高砂熱学工業、 山田養蜂場、 フ ジ フ ー ズ 、 協和発酵
フ ー ズ 、 コ カ コ ー ラ 　 イ ー ス ト ジ ャ バ ン プ ロ ダ ク ツ 、 紀文食品、
日本製紙、 ジ ョ ン ソ ン ・ マ ッ セ イ ・ ジ ャ パ ン 、 第一三共プ ロ
フ ァ ー マ 、 ニ チ ア ス 、 T S O n e 、 東京C R O 、 千葉県庁、 東亜石油、
ダ イ ナ テ ッ ク 、 正田醤油、 鈴廣蒲鉾本店、 東京エ レ ク ト ロ ソ フ
ト ウ ェ ア ・ テ ク ノ ロ ジ ー ズ 、 陽進堂、 ア ル ビ オ ン 、 ク レ ア ビ
ジ ョ ン 、 巴商事、 菱化シ ス テ ム 、 サ イ ゼ リ ヤ

修士課程修了者の 主な 就職先

ア ル フ ァ シ ス テ ム ズ 、 パ ル マ ビ ー ズ 研究所、 シ マ
研究所、 大宮開成高校、 共立出版、 三晃商事、 日
立シ ス テ ム ア ン ド サ ー ビ ス 、 雪国ま い た け 、 北里
研究所生物製剤研、 シ ノ テ ス ト 、 再春館製薬所、
N O V A 、 協立広告、 江崎グ リ コ 、 W D B 、 テ ィ ー
エ ス エ ル 、 J A L 、 多摩防水技研、 埼玉県立高等学
校、 U M C エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 N T T デ ー タ 、 全薬
工業、 中外製薬、 ゼ リ ア 新薬工業、 サ ピ エ ン ス 研
究所、 郵便局、 図書印刷、 I M J 、 守谷商会、 埼玉
ゴ ム 工業、 い ち よ し 証券、 K A N K O 、 P & I 、 パ イ
オ ニ ア F A 、 富士薬品、 キ ッ セ イ 薬品工業、 エ ー
ザ イ 、 淀川製作所、 ニ ッ サ ン 石鹸、 国際ビ ジ ネ ス ・
ア ン ド ・ シ ス テ ム サ ー ビ ス 、 サ ン ケ イ 化学、 巴工
業、 シ ス テ ム イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル マ ネ ー ジ メ ン ト 、
プ ロ ジ ェ ク ト ネ ッ ト ワ ー ク 、 S P G ホ ー ル マ ン 、
ヤ マ ノ ビ ュ ー テ ィ ー メ イ ト 、 埼玉県警察、 オ プ
テ ィ マ 、 ベ ル シ ス テ ム 2 4 、 東京都職員、 日本製
粉、 ア ス テ ラ ス 製薬、 ビ オ フ ェ ル ミ ン 製薬、 鴻沼
福祉会、 住友生命保険相互会社、 日本酒類販売、
ノ バ ル テ ィ ス フ ァ ー マ 、 横浜市役所、 全国農業協
同組合連合会、 第一三共、 日本メ ジ フ ィ ジ ッ ク ス 、
コ ス モ ・ バ イ オ 、 シ ミ ッ ク 、 メ デ ィ カ ル ・ コ ン
ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス 、 学校法人駿河台学園、 大洋
薬品工業、 テ ラ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 、 山崎製パ ン

1 0

2 5

卒業後の進路
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卒業生のコメント

私は製薬会社で新薬開発のための基礎研究を行っていま
す。現在は薬の副作用とそのメカニズムを調べる業務を
担当しており、DNAや酵素などの分子レベルの実験から、
ラットやイヌなどを用いた動物実験まで様々な仕事に携
わっています。
　分子生物学科では遺伝子の転写・発現制御、タンパク
質生化学、酵素反応、糖や脂質についてまで広く学ぶこ
とができました。これらは大腸菌でもヒトでも多くの共
通点が見られる、生物活動の基礎となっている話ばかり
で、大学で大腸菌や植物を例に勉強したことが現在のイ
ヌやヒトの組織を使った研究にも大いに役立っています。
　また４年の卒業研究から始まる研究生活では、実験の
進め方、データの解釈、結果の表現方法などを学びまし
た。同時に、何度も実験が失敗してもへこたれない忍耐
力や、ともに悩み考え、ともに笑ったり、熱く議論した
りする中で築かれる先生や先輩との人間関係など、本当
に多くのものを得ることができました。それらの経験は
今の私の貴重な財産であり、大きな基盤となっています。
　分子生物学科には知的探究心を刺激し、満たしてくれ
る環境が整っています。後輩の皆さん、大学受験を目指
す高校生の皆さんも是非、自分が興味を持った事をとこ
とん探究して行ってほしいと思います。そして、その過
程で出会う人との関係を大切にし、人とのコミュニケー
ションを大切にしてほしいと思います。その経験は必ず
自分を大きく成長させてくれるはずです。
（男性・杏林製薬 創薬研究所）

食品工場の現場にて
私は大学院まで進学したので学生生活も長く、思い出も
それだけたくさんあります。学部生時代は勉強もそこそ
こに、サークル活動やアルバイトなどに精を出していま
した。そこで出会った人々を通して、あるいは経験して
学んだことは私の大きな財産となっています。また、そ
こでできた友人はもっと大切なものとなっています。大
学院に進学してからは、研究が面白く、それにどんどん
のめり込んでいき、そこから生活が一変しました。未知
なるモノに対して仮説を立て、実験して検証をし、その
考察より再び新たな仮説を立てるという、文字にすると
簡単なことなのですが、実際は非常に奥が深く、魅了さ
れてしまいました。修士課程修了後は、学生時代にやっ
ていたような研究を行える可能性が高いと思われる食品
メーカーに就職しました。メーカーの中でも研究を行っ
ている部門は一握りなので、まだ研究をする事ができず
現場で働いている毎日ですが、これはこれで毎日新たな
発見があり、何事もやってみなければ分からないものだ
なと実感している次第です。
　(男性・タカナシ乳業)

「抹茶アイスと私」

埼玉大学理学部分子生物学科から同じく分子生物学専攻
の修士課程までを修了後、現在の会社に就職しました。
職場では化粧品の開発を行っており、これまで新製品の
中身自体を開発する仕事はもちろん、容器・包装やPR方
法などに関わる製品企画の仕事もしました。弊社の研究
開発ではそれが当たり前のことで、製品を生み出すとこ
ろからお客様にお届けするところまで開発員が深く関
わっていくため、製品に対しての愛着はかなりのもので
す。いわゆる「研究職」とは少し違った仕事で、研究に
関する知識だけではなく非常に多くのことを求められて
います。
　

化粧品開発の現場にて

　今３年目ですが、現在は新製品となる洗顔料の開発を
主担当として進めています。現在の仕事と学生時代の研
究内容とはほとんど関係ありませんが、研究室での経験
は実験の進め方、結果から次を考えること、時間の使い
方、資料作りや人へ伝えるためのテクニックなど、もの
づくりや日々の業務の中でとても役に立っています。
　学生時代の経験は、もちろん専門的な知識を身に付け
ることにもなりますが、それと同時に知識を身に付ける
術、技術を習得する術、それを発揮する術など多くの
「技」を身に付ける期間だったのではないかと思ってい
ます。まったく分野の違う職に就いたとしても、費やし
た時間に無駄なことはありません。大学での６年間、中
でも研究室に所属していた３年間は、今私が社会人とし
て生活する中で振り返ってみて、非常に貴重な経験がで
きた有意義な時間だったと思っています。
（女性・再春館製薬所　研究戦略開発部）

新薬開発の現場にて
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准教授　　原　弘志
講師　　太田　にじ

hhara@mail.saitama-u.ac.jp

niji@molbiol.saitama-u.ac.jp遺伝情報
助教　　松岡　聡 matsuoka@molbiol.saitama-u.ac.jp

教授　　円谷　陽一

准教授　　小竹　敬久

tsumura@molbiol.saitama-u.ac.jp

kotake@molbiol.saitama-u.ac.jp
生体物質

教授　　高橋　康弘

准教授　　朝井　計

ytaka@molbiol.saitama-u.ac.jp

asai@molbiol.saitama-u.ac.jp
分子統御

教授　　大西　純一

講師　　是枝　晋

ohnishi@molbiol.saitama-u.ac.jp

koreshin@mail.saitama-u.ac.jp
細胞生化学

教授　　西田　生郎

助教　　藤木　友紀

nishida@molbiol.saitama-u.ac.jp

fujiki@molbiol.saitama-u.ac.jp
植物分子生理

准教授　　日原　由香子 hihara@molbiol.saitama-u.ac.jp

准教授　　西山　佳孝 nishiyama@molbiol.saitama-u.ac.jp
環境応答

准教授　　仲本　準 nakamoto@mail.saitama-u.ac.jp代謝学

連携教授 　今本　尚子（理化学研究所）

連携教授 　長田　裕之（理化学研究所）

nimamoto@riken.jp

osadahiro@riken.jp
客員部門

連携教授 　鈴木　匡（理化学研究所）

連携准教授 　堂前　直（理化学研究所）

tsuzuki_gm@riken.jp

dohmae@riken.jp

研究グループ構成

以下のページでは、分子生物学科の研究活動についてご紹介します。理学部分子生物学
科は７つの研究グループから構成されており、生命科学系専攻分子生物学コース（大学
院）は、さらに理化学研究所の連携教授・連携准教授の研究室が加わります。



ひとこと

大学生時代に、植物や細菌の細胞の形(それはつまり細胞壁の
形)に興味をもったのが始まりです。一方で、遺伝子そのもの
に直接触れなくてもデータからパズルを解くようにしてその実
体に迫る遺伝学にも興味をもちました。大学院では遺伝学の研
究室に進み、当時すでに分子生物学的解析が容易だった大腸菌
の細胞壁形成に関する研究を始めました。私の興味の対象をひ
とことで言うと「細菌細胞表層構造の形成と機能」ということ
になります。私が埼玉大学に来てから、細菌の膜脂質を課題の
中心に据えて研究を進めているのも、この「細胞表層」に対す
る興味からです。

勉学・研究に限らず、なにごとも、じっくりとことん考える人
間になってください。何も考えずにエラそうな人の尻馬に乗る
方が世渡りのコツかもしれないけれど(エラそうな人も、ロク
にモノを考えていないからエラそうにしていられるのでしょう
から)、ものごとを深く考えることのできる人は、そのこと自
体がとても幸福なことです。

私の興味
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現在の研究テーマ

専門分野：微生物分子遺伝学

担当講義： 遺伝情報発現、分子生物学基礎、基礎生物学
実験、分子生物科学実験Ⅱ、遺伝情報学演習(学部)
分子遺伝学特論3、遺伝情報学輪講、生命科学特別講義、
基礎分子生物学1、細胞表層機能特論 (大学院)
　　　　　

原 弘志 准教授
Hiroshi Hara

外膜リポタンパク質が環境情報の感知
と伝達に働いているリン酸リレーシグ
ナル伝達系。Rcs系については本文参
照。ペリプラズムタンパク質の異常に
応答するCpx系も、固体表面への接着
によって活性化するときには、外膜リ
ポタンパク質NlpEが必要です。

2009年4月の学科遠足(多摩森林科学園)で
隠し撮りされてしまった大あくびの写真

細菌外膜リポタンパク質による環境刺激感知と外膜タン
パク質-内膜タンパク質間相互作用による環境情報伝達の
機構
　膜脂質とは一見関連のないようですが、大腸菌の酸性リン脂
質合成欠損変異株でRcsリン酸リレーシグナル伝達系(細胞表層
ストレスに応答してバイオフィルム形成などに必要な遺伝子群
の発現をひきおこす)が活性化しているのに気づいたことから、
取り組み始めた課題です。

細胞質-細胞膜両在性酵素の活性制御機構
　大腸菌の両性リン脂質合成酵素は、膜脂質のひとつを基質(酵
素反応の材料)にして新たな膜脂質をつくる酵素なのに、可溶性
細胞質タンパク質です。当然、適切な制御を受けて細胞膜表在
となって活性を発揮するようになっているはずです。

細菌細胞表面の多価陰イオンポリマーとその合成経路の
生理的な役割
　細菌細胞の表面(細胞膜、さらに細胞壁の外側)には、たくさ
ん負電荷をもつ長鎖分子があります。膜脂質を基質にして合成
されるので、膜脂質の代謝回転にもかかわっています。このよ
うなポリマーそのものや、その合成経路の役割を調べています。

このほかに、酸性リン脂質欠損変異がひきおこすストレス応答
の解析、酸性リン脂質が染色体複製開始タンパク質DnaAの活
性化に果たす役割、脂質や脂質合成酵素の分裂隔壁への局在化
の機構、リン脂質合成最初期段階のアシル鎖転移反応機構 など
の課題にも取り組んでいます。



ひとこと

ここの大学に来てみませんか？　楽しいですよ。

私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：ゲノム解析
　　　　　

担当講義： 微生物の分子生物学、分子生物科学実験、
基礎生物学実験、植物分子生理学Ⅰ、分子生物学基礎
　　　　　

太田 にじ 講師
Niji Ohta

Cyanidioschyzon merolae の遺伝子解析
　C. merolae の核ゲノムには色素体ゲノムと重複して存在す
る遺伝子 cfxQ、secA などが存在します。12h-light, 12h
-dark の光周期下での転写産物蓄積量の経時的変化の比較、タ
ンパク質大量発現によるSecA、CfxQの化学的性質の比較、系
統解析等を行っています。

原始紅藻 Cyanidium caldarium の核ゲノム、オルガ
ネラゲノム及びcDNA解析
　C. merolae の近縁種であるC. caldariumのゲノム及び発現
している遺伝子を調べ、この２種及び他の生物のものと比較し、
進化に関する考察を行います。

分子遺伝学

地球上に生成した有機物を経て偶然生物が誕生した後、様々な
経路を辿って現在の生物が存在しています。古くから存在する
核膜を持たない原核細胞から比較的新しく出現した多細胞真核
生物などです。
　真核生物の細胞は、１種類の細胞だけで成り立っているわけ
ではありません。動物と菌類の細胞は α-プロテオバクテリア
を祖先とする「ミトコンドリア」が、植物の細胞はシアノバク
テリアを祖先とする「色素体（葉緑体）」が半自律的な生物と
して「細胞内共生」を行っているものです。この現象はミトコ
ンドリア及び色素体が独自の遺伝情報系を持つこと、遺伝子の
系統解析の結果がバクテリア型を示すことから証明されてきま
した。
　この２種のオルガネラは独自のゲノムを持つものの、用いる
タンパク質の９割以上を核ゲノムにコードされている遺伝子に
頼っています。本研究室では最も原始的な植物の一種とされて
いるCyanidioschyzon merolae のオルガネラゲノムの全塩基
配列の解析を完了し、全ゲノム解析プロジェクトも終了しまし
た。C. merolae は系統解析、オルガネラ分裂解析等を行う上
でのモデル植物として用いられるようになりました。
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ひとこと

子供の頃から漠然と細菌の増殖に興味を持っていました。大学
時代に分子生物学に出会い、目で見ることのできない細菌の生
命活動を観察・解析できることに感銘を受けました。卒業後も
細菌の研究に従事することができ、現在は原准教授と共に、細
菌の細胞膜・細胞壁の機能解析を行っています。ゲノムサイエ
ンス時代を迎え、生命の普遍性、多様性という観点からも細菌
は大変興味深い研究対象です。

枯草菌脂質合成遺伝子の機能解析
　細菌の細胞膜を構成する脂質にはリン脂質のほかに糖脂質な
どがあります。グラム陰性菌である大腸菌には糖脂質はありま
せんが、枯草菌には存在します。糖脂質を合成する酵素を欠損
させると写真１下のように太く歪曲した形態を示します。糖脂
質の欠損でなぜこのような形態異常が起こるのか、細胞壁との
関連に注目して研究を進めています。さらに枯草菌には、脂質
合成酵素遺伝子に相同性のある機能未知遺伝子があります。こ
れら遺伝子の発現調節機構や生合成された脂質の役割について
解析を行っています。

セルラーゼ複合体"セルロソーム"の構造・機能とその利
用についての研究
　ある種の嫌気性細菌は"セルロソーム"と呼ばれる巨大なセル
ラーゼ複合体を細胞表層に生産します（写真２）。この巨大複
合体がどのように構築されセルロースを分解するのかを分子遺
伝学的に解析しています。

学問に打ち込める時間というのは（振り返ってみると）意外と
短いものです。大学時代は学問に打ち込むのに最高のときです。
一緒に研究しませんか？将来必ずよかったと思える時が来ます。

私の興味

現在の研究テーマ
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専門分野：微生物分子遺伝学

担当講義： 分子生物学基礎、遺伝情報学演習、
基礎生物学実験、分子生物学実験II（学部）
遺伝情報学輪講1A、1B、2A、2B(大学院)

　　　　　

松岡 聡 助教
Satoshi Matsuoka

写真２：Clostridium cellulovoransの電子顕微鏡写真。
細胞表層のこぶのように見えるものが"セルロソーム"。写真１：枯草菌野生株(上)と糖脂質欠損株(下)の顕微鏡写真。



ひとこと

故事にあるように、「学ぶこと」と「思うこと」が
大学生活では特に大切です。

糖鎖（糖質）は細胞、組織の構築材料やエネルギー源として機
能しています。また、すべての細胞は糖鎖を含んだ細胞膜や細
胞間物質に囲まれて生命活動を営んでおり、糖鎖は細胞の認識
と相互作用に深く関わっています。糖鎖の様々な生物情報を解
析し、糖鎖のはたらきを解明する学問分野が糖鎖生物学
（Glycobiology）です。植物、微生物を用いて、糖鎖に関わる
酵素ならびに糖鎖の構造を調べることで、植物細胞壁多糖・糖
タンパク質の糖鎖のダイナミックな制御の仕組みならびにその
生理機能の解明を目指しています。

高等植物における糖ヌクレオチドの合成
　植物の糖鎖合成の出発材料である糖ヌクレオチドの代謝に関
わる酵素に関する研究。

アラビノガラクタン-プロテイン（AGP）を分解する酵
素
　AGPは植物のプロテオグリカン（複合糖質）の一種であり複
雑な糖鎖構造を有している。AGPの糖鎖を分解する植物・微生
物の酵素に関する研究。

糖鎖を合成する酵素（糖転移酵素）
　植物の糖鎖の合成に関わる各種の糖転移酵素に関する研究
（図参照)。

糖鎖を分解する酵素
　植物細胞壁多糖の構造は複雑であり、糖鎖特異的酵素の適用
が有効である。

糖鎖の構造
　植物細胞壁多糖の化学分析、機器分析、酵素分解、糖鎖特異
的抗体による解析。
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血液型は誰もが知っている言葉ですが、その実体は何か知って
いますか？血液型というと、性格判定と結びつけて話題にされ
るABO式血液型を思い浮かべるでしょう。細かく分けると、ヒ
トの血液型は100種類以上もあるのです。では、ヒトのABO型
はどのようにして決まるのでしょうか？簡単にいえば、赤血球
膜上にある分子の「糖」の並び方で決められているのです。こ
の分子を「血液型物質」とよびます。例えば、O型のヒトはL
-フコースという糖を含んだ分子（H型物質と呼びます）を持っ
ており、このH型物質を合成する遺伝子（H遺伝子と呼びます）
があります。実は、こうした血液型物質はヒトや動物の血液だ
けではなく、なんと植物にもあるのです。ふだん食べている野
菜、果実などにもABO型と似た血液型物質が含まれていること
がわかっています。たとえば、ダイコンはL-フコースを含むH
型類似物質を持っています。

私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：糖鎖生物学

担当講義： タンパク質生化学、糖質・脂質生化学、糖質
の分子生物学、一般生化学Ｂ、生物分子演習、分子生物
学基礎（学部）
生体物質生化学輪講、分子細胞学特論3、糖質分子生物
学特論（大学院）
　　　　　

円谷 陽一 教授
Yoichi Tsumuraya

ミニコラム：植物の血液型物質　

セルロースを除く植物細胞壁多糖・複合糖質の糖鎖はゴルジ体に局在す
る各種糖転移酵素のはたらきで合成されます。細胞質で合成される各種
糖ヌクレオチドがゴルジ体内腔に輸送されて糖鎖合成の基質に用いられ
ます。合成された多糖・複合糖質は分泌小胞によって運ばれて細胞外に
分泌され既存の細胞壁に組み込まれます。一方、セルロースは細胞膜に
局在するセルロース合成酵素複合体のはたらきで合成されます。



植物細胞壁を構成する多糖類について研究しています。植物で
独自の発達を遂げた細胞壁がどのような機構で合成・構築・代
謝され、どのような生物学的な機能を持つか、という点に特に
興味を持っています。植物が光合成により同化した炭素の大半
は細胞壁に蓄積します。紙、木材、木綿は全て細胞壁の固まり
で、細胞壁はバイオエタノールの原料としても注目されていま
す。細胞壁の成り立ちや機能を知ることは、植物を有効利用す
る上でも重要です。

植物特有の糖ヌクレオチド代謝経路
　発達した細胞壁を持つ植物は、細胞壁多糖類の原料となる糖
ヌクレオチドを効率的に合成します。私たちの研究で、植物特
有の糖ヌクレオチド代謝経路の存在が明らかになりました。ま
た、2004年に発見した酵素は、細胞壁多糖類のリサイクルに関
わる新種の酵素で、国際生化学分子生物学連合から、新しい酵
素番号（EC 2.7.7.64）が付与されました。

イネの細胞壁変異体、カマイラズ
　イネのカマイラズ（鎌要らず）は、細胞壁構築に関係する遺
伝子を欠損しているために簡単に折れちぎれてしまう突然変異
体です。カマイラズ変異体の原因遺伝子や細胞壁の異常につい
て調べています。

アラビノガラクタン-プロテインの糖鎖
　アラビノガラクタン-プロテイン（AGP）は植物に普遍的に
存在するプロテオグリカン（糖タンパク質）で、植物の成長、
生殖、ストレス耐性、細胞死等様々な生理現象に関与していま
す。カビやキノコ、バクテリアから単離したAGPの糖質分解酵
素を植物に遺伝子導入することで糖鎖構造を人為的に改変し、
AGPの持つ分子機能を調べています。
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カマイラズ（鎌要らず）は、その名前の通り、ポキポキ折れる
イネの突然変異体です。カマイラズは細胞壁を作る遺伝子が壊
れているせいで、細胞壁が薄くなったり不完全になるので、茎
や葉がもろくなります。「細胞壁」という言葉を目にするのは、
高校の教科書だけかもしれませんが、実は私たちは身近な生活
で細胞壁をたくさん利用しています。紙の原料のパルプ、衣服
の原料の木綿や麻はセルロースという細胞壁成分そのものです。
食物繊維と言われるものも多くは細胞壁の多糖類で、フルー
チェをおいしく食べられるのはペクチンという成分のおかげで
す。そして、細胞壁は地球上でもっとも豊富なバイオマス（生
物に由来する物質）でもあります。理学部オープンキャンパス
ではカマイラズの研究をポスターで紹介します。カマイラズは
一体どんな遺伝子が壊れているのでしょうか？細胞壁はどう
なっているのでしょうか？実物展示もありますので、ポキポキ
折れる感触を楽しんでみてください！

私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：糖質科学

担当講義： 分子からみた生物学、分子生物学基礎、生物
英語Ⅱ、糖質・脂質生化学、基礎生物学実験、分子生物
学実験Ⅰ、生物分子演習（学部）
生体物質生化学輪講、分子生物学特論６、植物糖鎖生物
学特論（大学院）
　　　　　

小竹 敬久 准教授
Toshihisa Kotake

ミニコラム：ポキポキ折れるイネ、カマイラズ　

植物分子生物学

ひとこと

他人があっと驚くようなことをしたい、といつも考えて
います。

単糖のサルベイジ経路で働くUDP-糖ピロホスホリラーゼ
(USP)

細胞壁の代謝により生じた単糖類は、細胞質に取り込まれ、各種糖1
-リン酸を経て糖ヌクレオチドに再生されます。USPは各種糖1-リン酸
をUDP-糖に変換する新種の酵素（EC 2.7.7.64）です。



ひとこと

タンパク質は20種類のアミノ酸が特定の配列でつながったもの
ですが、それだけではありません。鉄硫黄クラスターというコ
ファクターを持つタンパク質を総称して、鉄硫黄タンパク質と
呼びます。その構造と機能は多種多様で、呼吸鎖電子伝達系や
光合成系、窒素や硫黄などの無機物同化系、アミノ酸やヌクレ
オチド、脂質などの代謝系、さらには遺伝子の発現制御に関与
するものなどがあり、実にさまざまな細胞機能を担っています。
こういった鉄硫黄タンパク質の機能を支えているのが鉄硫黄ク
ラスターの生合成系ですが、これについては長い間、未知の課
題として残されていました。私たちはその生合成を担うマシナ
リー（多成分酵素系）を二種類見出すことによって、その謎に
迫りつつあります。

私の興味
鉄硫黄タンパク質の生合成機構
　鉄硫黄クラスターの生合成マシナリーはたいへん複雑な超分
子複合酵素系で、これまでの生化学の常識がなかなか通用しま
せん。マシナリーの個々の成分がどのような性質を持つタンパ
ク質で、どのような役割を演じているのか？　また、複数の成
分がどのように調和（相互作用）してマシナリーとしての機能
を発揮するのか？　分子、原子のレベルで詳しく理解すること
を目指しています。

鉄硫黄クラスター生合成マシナリーの多様性の意義
　大腸菌には２種類の独立した生合成マシナリーが存在し、一
方は真核生物のミトコンドリアに、もう一方は植物の葉緑体に
受け継がれています。つまり、それぞれのマシナリーの特性が、
進化の道筋で生き物の生存戦略と関連して選択されたものと想
像できます。これらマシナリーのそれぞれの特性と、共通する
構築原理を解き明かしたいと考えています。

生き物の中の「不思議」はまだまだたくさんあります。
自分で考えて、自分で試す。
そんな研究の楽しみを味わって下さい。
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現在の研究テーマ

専門分野：分子生理化学

担当講義： 分子生物学実験、一般生化学A、分子生物学
概説、タンパク質の分子生物学、分子生物学基礎（学部）
分子遺伝学特論1、生体機能物質学特論（大学院）
　　　　　

高橋 康弘 教授
Yasuhiro Takahashi

ミニコラム："鉄硫黄ワールド仮説"と
鉄硫黄タンパク質　　

鉄硫黄クラスター生合成マシナリーの中心成分、IscUタンパク質の結
晶構造。3個の同一サブユニットが3枚羽根のプロペラのような三量体
を形成しており、それぞれのサブユニットが構造を変化させることで、
非対称に会合しています。3種類のうち、ひとつのサブユニットのみが
鉄硫黄クラスターを結合しており、これは生合成の中間段階と考えら
れます。この複合体では、解離・再結合を含む大きな構造変化が予想
されます。

鉄硫黄クラスターは不安定な錯体化合物です。特に酸素や活性
酸素に不安定で、壊れるとタンパク質からはずれてしまいます。
このようなものをコファクターとして用いている理由は、生命
がたどってきた歴史にあります。今から40億年ほど前の地球に
は酸素がほとんどなく、海底の熱水孔周辺では鉄イオンと硫化
物イオンから硫化鉄（FeS）さらに黄鉄鉱（FeS2）という鉱物
が生成していました。このとき生じる自由エネルギーを利用し、
また鉱物の表面を触媒・鋳型としてさまざまな化学反応（代謝）
がおこり、これを発端として最初の生命（独立栄養細菌）が誕
生したというのが"鉄硫黄ワールド仮説"です。このような環境
では、鉄硫黄クラスターの形成など、いとも容易いことだった
でしょう。その後、酸素が出現するようになると、不安定な鉄
硫黄クラスターを作るために大がかりな装置（マシナリー）を
必要とするようになりました。一方、不安定さを逆手にとって、
酸素濃度などのセンサーとして鉄硫黄クラスターを活用するタ
ンパク質も現れました。真核生物のDNAポリメラーゼもそのひ
とつで、活性酸素が多くなると鉄硫黄クラスターが壊れて、
DNA複製を先延ばしにする（しばらく細胞分裂しないで耐え忍
ぶ）ことに役立っています。



ひとこと

「ゲノム」にはすべての生物情報が含まれていますが、その文
字情報が解読されても、内容を理解したことにはなりません。
2006年にヒトゲノムプロジェクトが完了し、現在ではゲノム
サイズの比較的小さい細菌だけでなく、多くの生物のゲノム配
列完全長が決定されています。ゲノム解析では、そのゲノムを
もつ生物の営み全体像を明らかにすることが、主要なテーマで
すが、近年では新機能遺伝子や病気原因遺伝子の探索にも利用
されています。
枯草菌は納豆菌の近縁菌で、環境中に普遍的に生息している土
壌細菌ですが、生育環境の変化に応じて生存戦略を変え、胞子
を形成して何億年も休眠したり、他生物のゲノムを取り込み自
分のゲノムに組み込んだり、大腸菌にはない驚くべき性質を有
しています。時にはゲノムの3分の１を欠失させたり、反対に
自分のゲノムの倍ほどの異種ゲノムを導入したりできるのです。
このような枯草菌をモデル生物として、細胞がどのように外部
環境を見、聞き、感じ、それに応答しているのか、そのダイナ
ミックな分子機構をゲノム情報から読み取って、統合的に理解
することを試みています。

幼いころに、父親からもらった顕微鏡で池の中のミジンコやゾ
ウリムシ等の微生物を、飽きもせずに観察して楽しんでいまし
た。高校では生物を選択せずに化学が得意でしたが、大学で生
物を学び、大学院で枯草菌に出会い、幸せなことに現在まで枯
草菌研究一筋で今に至っています。遺伝学・生化学はいうに及
ばず、近頃派生した分子生物学やゲノム生物学などのライフサ
イエンスでも、その基本となる原理はすべて細菌研究から始
まっています。すべての生物で遺伝物質と蛋白質は同じ種類の
物質で構成されているので、細菌もヒトも大きな違いはないか
らです。研究室で扱う細菌は、増殖も速く、培養も簡単で、や
りたいときに、望めば好きなだけ実験することが可能です。こ
のような細菌研究の大きな利点を活かし、自らの頭で考え行動
する研究者を育成したいと考えています。

私の興味

バクテリアの環境認知応答機構の分子レベルでの解析
　細菌は外部環境の変化に応答して、これに適応し生存してい
ます。その変化は多くの場合物理的な刺激（温度、浸透圧、酸
化、飢餓など）がシグナルとなっています。細胞がこれの物理
的シグナルをどのように感知し、細胞壁・細胞膜といった障壁
を越えて、細胞内に取り入れ、そしてどのように生理的な信号
に変換して、応答するのか。その分子機構解明を目指していま
す。

細菌の細胞死、自己溶菌の解析
　細菌はただ増殖するだけでなく、時には自分の仲間のために
犠牲になって自殺し、溶菌することもあることがわかってきま
した。この高度にプログラムされた精巧な細胞死の制御機構の
解明を試みています。この制御機構が解明されれば、発酵産業
で用いられている細菌を長生きさせて、発酵生産量を増加させ
たり、あるいは医薬的には人類活動に不利益をもたらす病原菌
を死滅させたりすることが、自在にできるようになるかもしれ
ません。

枯草菌の胞子形成（細胞分化）開始の分子機構の解明
　胞子形成は一種のメタモルフォーゼともいえる、大掛かりな
変化を伴うので、その過程に進むには大きな決断が必要ですが、
その判断機構は未解明な部分も多く、その分化開始機構の分子
レベルでの解明を目指しています。

２つの写真はどちらも枯草菌であり、従って全く同じゲノム情報を有
しているにも関わらず、似ても似つかない形態をしています。
（左は増殖期の細胞、右は胞子）

現在の研究テーマ
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専門分野：ゲノム微生物学　

朝井 計 准教授
Kei Asai

分子遺伝学

担当講義： ゲノム生物学　生物英語Ⅰ　分子生物学基礎
　生物科学実験Ｉ　基礎生物学実験　生物学実験A　分
子細胞学演習（学部）
細胞情報学特論３　基礎分子生物学６　生合成輪講、ゲ
ノム遺伝学（大学院）
　　　　　



ひとこと

研究を通して自分の能力を広げ、人類の将来に貢献でき、
同時に楽しくできればいいな。

植物の光合成の仕組み、特に細胞内物質輸送から始まり、広く
生物の環境応答、微生物・植物細胞の浸透圧応答、さらに、土
壌微生物と作物の関わりまで。

植物・微生物の膜輸送体の研究
　膜輸送体の活性を細菌細胞そのまま、植物プロトプラスト、
あるいは単離葉緑体を用いて測定する。あるいは、
膜輸送体遺伝子を、細菌・酵母に導入して、その細胞レベルで、
あるいは、膜系または発現した蛋白質を精製・単離
してリポソームに再構成して測定する。色んな事にチャレンジ
しています。

原核生物の機械刺激応答チャネルの生理機能
　高等植物の葉肉細胞プロトプラストは、突然高浸透圧にさら
すと、（一旦収縮するものの）かえって膨張しました。また、
大腸菌は、急に低浸透圧に曝されると（一旦膨張しますが）す
ぐに、もとのサイズに戻ります。これは、機械刺激応答チャネ
ルという、安全バルブが開いて、自身の浸透圧を下げているか
らです。膜脂質の組成が変わると、このチャネルの機能に大き
な影響があり、低浸透圧に曝すと却って収縮する場合があるこ
とが分かってきました。大腸菌とシアノバクテリアのこれら
チャネルの機能を詳しく調べようとしています。

土壌微生物と作物の生産性の関連（まだまだ素人ですが）
　左の写真からも分かるように、土壌微生物と農作物は意外に
お互いに影響を与えているようです。土壌よりDNAを抽出して、
そこに存在する微生物のプロファイリングを行うことを通して、
作物の生産性をあげるにはどうしたらよいかが、分かってくる
といいな、と思っています。最近、CRESTの研究で、深部地下
の微生物叢の解析も始めました。
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私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 基礎細胞学、生物学実験A、生物英語Ⅱ
分子細胞学分子生物科学実験、細胞生化学演習 (学部)
分子細胞学特論1、細胞生化学輪講、生体膜輸送特論
（大学院）
　　　　　

大西 純一 教授
Jun-ichi Ohnishi

環境微生物学

畑でキュウリを育ててみて、キュウリが一晩で何倍にもでかくなるの
にびっくり。水ぶくれしているのは間違いないが・・
土壌改良剤を加えた土（写真左）と、対照の土（右）で育てたキュウ
リの茎の太さがこんなに違ったので、またまたびっくり。



ひとこと

アイスプラントは、アラビドプシスやイネなどに比べ、研究材
料としている人はあまり多くありません。しかし、だからこそ
手つかずの部分も多く、やりがいのある材料だと思います。ま
た、アラビドプシスやイネはC3植物なのでCAMの研究はでき
ません。いっしょにCAMの不思議について研究してみませんか？

カルビン= ベンソン回路だけでCO2を糖にする通常の光合成を
C3光合成、これを行う植物をC3植物といいます。これに対し、
沙漠のような乾燥した土地には、「ベンケイソウ型有機酸代謝」
（Crassulacean acid metabolism、略してCAM）という、水
を節約できる特別な光合成を行うCAM植物が自生しています。
私は、乾燥してくるとC3光合成からCAMに切り替わる（CAM
化する）アイスプラントという植物を用いて、CAMのしくみを
生化学や分子生物学の実験手法によって明らかにしようとして
います。

私の興味

アイスプラント・ミトコンドリアの呼吸活性特性　
　植物はCO2を葉の中に取り入れるために気孔を開きますが、
同時に蒸散で水を失います。乾燥してくると植物は気孔を閉じ
ようとしますが、光合成が妨げられてしまいます。そこで、
CAM植物は、水を失いにくい夜に気孔を開いて大気中のCO2を
取り込み、いったんリンゴ酸という有機酸の形で葉の細胞の中
に蓄えます。昼間は気孔を閉じ、外気からCO2を取り込む代わ
りに、細胞内に蓄えたリンゴ酸を分解して葉内でCO2を発生さ
せ、これを、太陽エネルギーを使ってカルビン= ベンソン回路
で糖にします。実は、夜、CAM植物がリンゴ酸を蓄えておくの
にはC3植物よりずっと多くのエネルギーが必要となります。夜
なので太陽エネルギーは使えず、ミトコンドリアで糖を分解し
てエネルギーを供給しています。私は、アイスプラントがCAM
化するときに、ミトコンドリアがエネルギーを作り出すしくみ
にどのような変化が起こるか調べています。

アイスプラント・葉緑体輸送体の研究
　光合成は、葉の細胞の葉緑体で行っています。葉緑体は、光
合成の結果出来た糖類など様々な物質（光合成産物）を、細胞
質とやりとりしています。ところが、葉緑体はこのような物質
を通さない生体膜で包まれています。そこで、葉緑体を包む膜
には、光合成産物を通す、タンパク質でできたいろいろな「輸
送体」がはまっています。C3光合成を行う植物の葉緑体とCAM
を行う植物の葉緑体とでは、これら輸送体の種類が異なってい
ます。私は、アイスプラントがCAM化するときに、どうやって
輸送体を使い分けているか明らかにしようとして研究していま
す。

現在の研究テーマ
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最近、スーパーで食用としてアイスプラントが売られています。
今までにないプチプチとした食感と、ほんのりとした塩味が人
気の秘密です。実はこの２つの特徴は、この植物自身にも大き
な意味があります。アイスプラントの葉や茎の表皮には、その
名の由来となった大きな水泡状の細胞があります(右写真）。
これは CAMとは直接関係ありませんが、水分を蓄える働きと、
光合成の邪魔になる余分な塩類を光合成細胞から隔離する働き
があります。これが独特の食感とわずかな塩味の元になってい
ます。
　塩類を葉に貯めることにはもう一つ意味があります。アイス
プラントは南アフリカ原産の一年草で、大航海時代にヨーロッ
パ人とともに全世界に広まりました。海岸近くの比較的乾いた
砂地に好んで生育し、枯れると塩類を含む葉を地表に落としま
す。これは、根で地下から吸い上げた塩類を地表近くに濃縮す
ることになり、これを嫌う他の植物たちはそこに生育できなく
なります。こうしてアイスプラントは自分に有利な環境を作り
出しています。米国では固有種を脅かす外来種として警戒され
ています。

専門分野：植物生化学

担当講義： 分子生物学基礎Ⅰ、植物分子生理学Ⅰ、生物
英語Ⅰ、細胞生化学演習、基礎生物学実験、分子生物学
実験Ⅱ（学部）
基礎分子生物学4、分子遺伝学特論4、生命科学特別講義、
細胞生化学輪講 IA、IB、IIA、IIB（大学院）
　　　　　

是枝 晋 講師
Shin Kore-eda

ミニコラム：塩味のひみつ

水泡状細胞を持つアイスプラントの葉。
これらの細胞が日光を反射してキラキラと輝くと、氷の粒のように見
えます。 そのことがこの植物の名前の由来となりました。



ひとこと

理学の研究はすぐには社会の役に立ちませんが、新しい技術革
新を生み出すための基礎は理学の研究から生まれてきます。何
ごとにも「はじめの一歩」が好きな方は、理学部へようこそ！
　理学部や理学系大学院の教育・研究が果たすべきもう一つの
使命は、「まともな人間」を社会に送り出すことです。「まと
もな人間」とは、「自然や社会に対してまともなセンスを持つ
人」、「単一の宗教や思想に左右されず、多様な視点からもの
ごとを判断し、何ごとにも謙虚に生きることができる人」と考
えます。学生諸君には、自ら考え判断できる人となることを目
標に、勉学や研究に励んで欲しいと思います。

生物の多様性の維持や地球環境の保全に陰ながら大きな貢献を
している植物の生きるしくみを、分子レベルで理解すること。 植物細胞の穴

　光合成でつくられた有機物は、篩管を通ってからだの各部へ
運ばれる。ところで、葉で合成された有機物は、どのようにして
篩管に運ばれるのであろうか？植物は、隣り合った細胞に細胞質
基質をつなぐトンネルをつくり、有機物を移動させている。原形
質連絡（プラズモデスマータ）と呼ばれるこのトンネルは、いつ、
どこで、どのような向きにあけられるのであろうか？

リン脂質
　すべての生き物は、細胞膜、核、ミトコンドリアなどの生体
膜をつくるために、リン脂質が必要である。リン脂質の量は、多
すぎても少なすぎても生物にとって好ましくない。ホスファチジ
ルセリンというリン脂質が多すぎると、細胞は死んでしまう。ホ
スファチジルエタノールアミンというリン脂質が足りないと、細
胞は分裂できない。ホスファチジルグリセロールというリン脂質
が足りないと、光合成ができなくなり、低温に弱くなる。細胞が
つくることのできるリン脂質の量を巧みに調節することにより、
細胞にとって必要なリン脂質のはたらきを探っている。

ミトコンドリア呼吸とリン脂質
　植物のミトコンドリアは呼吸と物質生産に関わる重要なオル
ガネラです。植物の呼吸は、他の生き物に見られないシアン耐性
呼吸が知られています。シアン耐性呼吸は、植物が環境変化にう
まく順応するために発達させたシステムで、環境に応じて巧みな
調節を受けています。最近、われわれの研究室では、リン脂質の
生合成が異常な変異株の中に、室温でのチトクロム経路の呼吸や、
環境に応答したシアン耐性呼吸の調節ができない変異株を見つけ
ています。この変異株は、低温でうまく生育ができません。植物
の低温適応の一端をあきらかにできると期待しています。
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私の興味
現在の研究テーマ

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 生物物理化学、植物分子生理学Ⅱ（学部）
生命科学特別講義、分子細胞学特論4、基礎分子生物学5、
植物分子生理学特論（大学院）
　　　　　

西田 生郎 教授
Ikuo Nishida



ひとこと

今まで知らなかったことを初めて知ったときの驚き、面白さは
誰しも経験があるのではないでしょうか。研究は宝探しにも似
ています。宝物は簡単には見つかりませんが、皆さんが努力し
た分、探し出したときの喜びもひとしおです。

私たちは空腹になれば食事をして飢えをしのぐことができます。
植物も日中は光合成を行って糖を作りますが、夜間には糖の蓄
えもなくなってしまいます。また、土中からも窒素やミネラル
を吸収していますが、根の周りにある栄養素には限りがありま
す。環境が悪いからといって移動することもできません。しか
し、たえず栄養飢餓の危険にさらされながらも、植物はたくま
しく生き抜いています。私は大学院で、このような植物の環境
適応能力、特に飢餓応答の仕組みに関心を持ち、研究を続けた
いと思いました。

植物の"自食作用"
　生物は栄養飢餓に陥ると、オートファジーとよばれるユニー
クなシステムによって自分の体の一部（タンパク質など）を積
極的に分解して、エネルギー源や新しいタンパク質合成に再利
用しています。このような"自食作用"は飢餓応答だけでなく、
動物の発生や病理にも密接に関わっていることが最近明らかに
なっています。では、オートファジーは植物にとってどのよう
な役割を担っているのでしょうか。

情報伝達物質としてのリン脂質
　オートファジーの進行に不可欠なホスファチジルイノシトー
ル３リン酸というリン脂質に注目しています。私はこのシグナ
ル分子が植物の有性生殖や細胞増殖においても重要な働きをし
ていることを見出し、その分子メカニズムの解明に取り組んで
います。

現在の研究テーマ
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タンパク質を意味する「プロテイン」はギリシャ語の「最も大
事な」という言葉に由来するそうです。私たちの体内でも様々
な種類のタンパク質（酵素や抗体など）が働いており、それら
のタンパク質を自ら作らないと生きていけません。たとえば、
体重70kgの人は食事で1日約70ｇのタンパク質を食べますが、
実際には毎日200g程度のタンパク質を体内で合成する必要が
あると言われています。食べ物のタンパク質を分解してアミノ
酸をつなぎなおすだけでは全く足りません。実は、口から食べ
るタンパク質の3倍もの量の自分自身のタンパク質を毎日食べ
ているのです。この「自分を食べる方法」がオートファジーと
呼ばれるユニークなタンパク質分解機構です。ギリシャ語で
「自分(auto)」を「食べる(phagy)」という意味です。オート
ファジーができない動物は飢餓で死んでしまいます。さて、食
事を摂ることのできない植物ではオートファジーはどのような
働きをしているでしょう？

私の興味

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 分子生物学基礎、生物英語Ⅰ、基礎生物学実
験、分子生物科学実験Ⅰ、植物分子生理学演習（学部）
生命科学特別講義、植物分子生理学輪講（大学院）
　　　　　

藤木 友紀 助教
Yuki Fujiki

ミニコラム：細胞が自分自身を食べる

飢餓状態のシロイヌナズナ根細胞の電子顕微鏡写真。細胞の一部
（矢印）がオートファジーによって分解されようとしている瞬間。



ひとこと

生命は謎に満ちています。光合成ひとつとってみても、主な役
者やエネルギー変換のメカニズムはおおよそわかってはきたも
のの、環境応答など制御機構はよくわかっていません。たとえ
ば、エネルギー変換を担う光化学系II複合体（図）。20種類以
上のタンパク質、色素、脂質からなる超分子複合体ですが、こ
の複合体がどのようにして作られ、環境要因（光、温度、乾燥、
塩濃度など）の変動に対してどのように形を変え、機能を調節
しているのか、といったダイナミックな側面はほとんど未知の
領域です。しかし、この一つ一つの変化が生命にとって大変意
義のあることなのでしょう。光化学系IIという小宇宙の中にも、
生命の謎がたくさんあります。

光合成生物は、刻々と変動する環境のなかで生命活動を維持す
るために、様々な適応手段を発達させています。光が強いとき
や弱いとき、温度が上がったり下がったりするときに、その環
境にあわせて光合成機能を最適化するとともに、環境変動に
よって生じるストレス傷害を回避する機構が働きます。そのた
めに光合成生物は、環境の変化を検知し、その情報を伝達して、
特定の遺伝子の発現を転写レベル、翻訳および翻訳後レベルで
高度に制御しています。当研究室では、おもにシアノバクテリ
アという光合成微生物を用いて、光合成の環境応答のメカニズ
ムを遺伝子やタンパク質のレベルで解明することを目指してい
ます。

光合成の強光応答と翻訳制御の分子機構
　光は光合成を動かす駆動力となりますが、光が強いと光化学
系に損傷を及ぼしたり、活性酸素を発生させて酸化ストレスを
引き起こしたりします。最近、活性酸素が翻訳系に酸化傷害を
及ぼして光合成機能を抑制することがわかってきました。一方、
翻訳系も光合成の電子伝達によって制御されることもわかって
きました。これらの研究から、光合成と翻訳系が密接にリンク
していることが初めて明らかになりました。現在、この両者の
橋渡しをするレドックス制御システムを研究しています。

光合成の高温適応と高温耐性の分子機構
　光化学系II複合体は高温に弱く、その熱失活が植物の高温傷
害の大きな要因になっています。しかし植物は、外部環境の温
度上昇に応答し、光化学系IIの高温耐性を増大させる能力を
もっています。最近、光化学系IIの高温耐性の増大に特定のタ
ンパク質と脂質の新規合成が重要な役割を担っていることが明
らかになってきました。現在、これらのタンパク質と脂質の機
能を解明して、光合成の高温耐性を増大させることを目指して
います。
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私の興味
現在の研究テーマ

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 分子生物学基礎、生物物理化学、生物英語II、
エネルギー代謝、植物分子生理学I、基礎生物学実験、
分子生物科学実験II、環境生物学演習（学部）
細胞情報学特論2、環境生物学輪講、生命科学特別講義
（大学院）
　　　　　

西山 佳孝 准教授
Yoshitaka Nishiyama

光化学系II複合体の模式図。20種類以上のタンパク質、クロロフィル
などの色素、脂質からなります。太陽の光エネルギーは、ここで電子
伝達の化学エネルギーへと変換されます。その過程で水が分解され、
酸素が発生します。この酸素が大気の約21％を占める酸素層を形成し、
人類を含めすべての好気性生物の呼吸を支えています。

生命が誕生した約40億年前の原始地球では、大気の成分はおも
にCO2と窒素、水蒸気で、酸素はほとんど存在しませんでした。
約27億年前、シアノバクテリアという光合成微生物が海洋で誕
生し、初めて酸素を出す光合成を行いました。その結果、大気
中に酸素が徐々に蓄積されていきました。やがて5億年ほど前
に植物が現れると、大気中の酸素濃度は著しく増大し、現在の
約21％に至っています。人類を含め多種多様な生き物は、酸素
を吸って生命を維持しています。光合成が産み出した有機物と
酸素は、まさに地球上の生命を支える賜物だといえます。また、
太古の植物や動物の死骸は、長い年月を経て化石資源として残
りました。私たちの生活に欠かすことのできない石油、石炭、
天然ガスはすべて光合成の産物であり、その大もとはCO2です。
温暖化問題で何かと悪者にされているCO2ですが、私たちも含
め地球上の生命にとってCO2は まさに"天の恵み"だといえます。

ミニコラム：光合成 27億年の賜物　



ひとこと

私たちは、かんかん照りつける日差しのもとでは当たり前のよ
うに日陰に移動しますが、多くの光合成生物は運動能力を持た
ないため、どんなに強い日差しを受けたとしても、じっとその
場で我慢しなくてはなりません。強すぎる光のもとでは、光合
成生物も「日焼け」をしてしまう（光合成系で活性酸素が生じ
て細胞内にダメージを与える）ので、これを防ぐために、光合
成活性を抑えたり、活性酸素を消去するシステムを活性化させ
たり、様々な手を打っています（これを順化応答といいます）。
それでは一体、光合成生物は環境の変化をどのように感じ取り、
そのシグナルをどのような仕組みで伝えることによって、これ
らの応答を実現しているのか？というのが私の興味です。これ
までに、光合成系のモデル生物であるシアノバクテリアを材料
として、環境変動時のシグナル伝達に関わる因子の単離同定を
進めてきましたが、今後は、これらの因子を遺伝子レベルで改
変することにより、シアノバクテリアを用いた物質生産等、応
用面への展開をも目指す予定です。

環境変動に伴って遺伝子発現調節を行う、転写調節因子
の同定および解析
　環境条件が変化するのに伴い、多くの遺伝子の発現が上がっ
たり下がったり大きく変化しますが、その調節に関わる転写調
節因子については良くわかっていません。現在、これらの因子
を単離同定し、どのようなシグナルを受けて働くのか、どのよ
うな遺伝子の発現を制御しているのか、等の解明を目指してい
ます。具体的には、光合成活性の低い条件下でON、高い条件
下でOFFとなる転写因子PedRや、細胞内の様々な代謝経路の調
節に関わる転写因子cyAbrBなどを見出し、解析を行っています。

Sll0822転写因子欠損株を用いての応用的研究
　転写因子Sll0822の欠損株では、細胞体積が野生株の5倍、細
胞あたりのグリコーゲン蓄積量は野生株の10倍にも達すること
を見出しました(図)。「器が大きく材料が豊富」なこの表現型
は、物質生産を行わせるのにもってこいと言えます。そこで、
さまざまな酵素遺伝子の欠失・導入により、この株の代謝改変
を行い、高蓄積しているグリコーゲンを、脂肪酸に変換し、最
終的には油脂として蓄積させることを目指した研究に着手しま
した。この研究により、微細藻類を用いてのバイオ燃料生産技
術の発展に大きく貢献することを目指しています。

研究は、毎日の地道な作業の積み重ねを通じて、少しずつ進展
していくものです。時間と手間がかかるものだけに、何かおも
しろいことを発見できたとき、さらにそれを論文として発表で
きたときには、大きな達成感を味わうことができます。
是非、この研究ライフを体験してみてください。
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野生株

Sll0822欠損株

たった一つの転写因子を欠くだけで、こんなに大きな変化が
現れます。

1 µm

光合成により二酸化炭素を固定して、タンパク質・脂質・糖質
などを作る藻類、中でも植物プランクトンと呼ばれる微細藻類
の能力を生かし、様々な有用物質を生産させる試みが世界中で
精力的に行われています。たとえば、生物資源を原料とするた
め、石油などと違って枯渇せず、二酸化炭素の排出量も増やさ
ないバイオ燃料。これまでに、トウモロコシやサトウキビを原
料として生産されてきましたが、食用作物の作付面積を減らす
ことになり、結果として食糧価格の高騰を招いてしまいました。
そこでこれに替わって注目を浴びるようになったのが微細藻類
です。水中で盛んに増殖する微細藻類を利用すれば、食糧生産
と競合することなく、効率良く燃料生産を行うことができると
いう大きな利点があります。現在、藻類による燃料生産は実用
化段階に入っており、米国では藻類バイオ燃料を使って飛行機
を飛ばす試みが行われています。目に見えない植物プランクト
ンの力で飛行機を飛ばすなんて驚きの技術だと思いませんか？

私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 分子生物学基礎、生物英語Ⅰ、基礎生物学実験、
分子生物学実験Ⅰ、代謝学演習、エネルギー代謝（学部）
代謝学輪講、生命科学特別講義、分子細胞学特論５、光合
成環境応答特論（大学院）
　　　　　

日原 由香子准教授
Yukako Hihara

ミニコラム：藻類バイオテクノロジー　



ひとこと

分子シャペロンは、他のタンパク質の誕生から死（分解）に至
るまで「介添えする」タンパク質です。タンパク質の折りたた
み（protein folding、高次構造形成）を制御して、細胞のタン
パク質（プロテオーム）の恒常性を保つために重要な役割を果
たしています。分子シャペロンの発現調節と働きに対する興味
は尽きることがありません。

シアノバクテリアの分子シャペロン遺伝子の発現調節機
構の解明

分子シャペロンの細胞機能の解明
　分子シャペロン遺伝子破壊株や遺伝子大量発現株を作製し、
変異株の表現型解析を通して、（たとえば色々なストレス下に
おける）これらタンパク質の細胞機能を解明しようとしていま
す。

分子シャペロンと標的タンパク質の相互作用の解明
　細胞内において分子シャペロンと相互作用するタンパク質を
見つけ出して、分子シャペロンがこれら標的タンパク質とどの
ように相互作用して構造形成・維持にかかわり、機能発現を助
けるのかを明らかにしようとしています。

代表的分子シャペロンHsp90のシャペロン機構の解析
　Hsp90は、ATPを結合し加水分解する過程で大きな構造変化
をします。この構造変化とシャペロン作用との関係を調べてい
ます。

タンパク質複合体の分解と構築の分子機構
　分子シャペロンは、ポリペプチド鎖の折りたたみのみならず、
タンパク質複合体の形成・構築やタンパク質の分解にも関わっ
ています。細胞における集光性タンパク質複合体（フィコビリ
ソーム）の分解と再構築のしくみと、これらのプロセスにおけ
る分子シャペロンの役割を調べています。

天然化合物による分子シャペロンの活性調節
　主要な分子シャペロンは、細胞増殖や分化などと深く関わる
ために、シャペロンをターゲットにした神経変性疾患やがんの
治療法の開発も進んでいます。Hsp90やHsp70などのシャペロ
ン活性を調節する天然化合物の探索と、その作用機構の解明を
進めています（理化学研究所長田裕之連携教授らとの共同研
究）。

現在の研究テーマ
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私の興味

専門分野：植物分子生理学

担当講義： 分子生物学基礎、分子からみた生物学、タン
パク質の分子生物学、生物英語II、酵素学、基礎生物学
実験、分子生物学実験Ⅰ、代謝学演習（学部)、
分子細胞学特論2、基礎分子生物学2、基礎分子生物学7、
代謝学輪講、生命科学特別講義、細胞分子生理学（大学
院）
　　　　　

仲本 準 准教授
Hitoshi Nakamoto

誰にも'長所'と'短所'があると思います。自分の持っているもの、
与えられたものを生かせるように願っています。
　高校・大学時代には、専門分野とは関係の無い小説やノン
フィクションなどを読みました。このときに得た知識などが、
専門分野一辺倒の今になって役に立っているのではないかと感
じています。

分子シャペロン（GroELあるいはHspA）を高発現するシアノバクテ
リア変異株を遺伝子操作により作製しました。分子シャペロン高発現
株の熱耐性は著しく増大し、図のように細胞のブリーチングも抑制さ
れました。（なお、このシアノバクテリアの通常培養温度は30℃で、
50℃は致死温度です）

対照株 分子シャペロン高発現株



ひとこと

真核生物の遺伝子を包含する細胞核は、"細胞の司令塔"
ともいうべき細胞内のオルガネラです。細胞核の機能制
御や構造変換によって、細胞の機能は大きく変わります。
細胞核を対象とした研究から、細胞が"生きる"仕組みの
面白さを一緒に味わってみませんか？

研究を通して、細胞が「生きる」仕組みの面白さを実感したい
と思っています。細胞を理解するための最新の技術を利用・駆
使しながら、私たちの細胞レベルの基礎的研究を、疾病や癌化、
細胞分化などの高次生命現象の理解へと結びつけることを目指
しています。

核ー細胞質間輸送の分子機構と制御機構の解析
　真核細胞では、遺伝子機能の場である細胞核と、タンパク質
合成の場である細胞質が、二層の脂質二重膜からなる核膜に
よって隔てられています。そのため、細胞核で機能する全ての
タンパク質は細胞質で合成された後、核膜に存在する核膜孔複
合体を通過してはじめて核の中に入ることになります。このプ
ロセスを担うのが核ー細胞質間分子輸送です。核ー細胞質間分
子輸送は、遺伝子機能制御の要であり、細胞の恒常性維持や外
界の刺激応答など、あらゆる細胞生理にとって重要です。その
分子メカニズムや制御機構を知ることによって、細胞の機能が
どのように制御され、変換されるのかを明らかにしようとして
います。

核膜孔複合体の機能・構造・構築機構の解析
　核と細胞質の間の分子流通のメディエーターとして機能する
核膜孔複合体は、総分子量およそ100 MDaにも及ぶ、巨大なタ
ンパク質複合体です。高い選択性で、膨大な数の分子を通過さ
せるこの構造体の働く仕組みや、こうした大きな構造体が、細
胞核の表面に巧みに構築される仕組みを明らかにしようとして
います。

細胞核の機能的構造構築
　細胞核は、細胞内外の環境変化や細胞周期の進行などに応じ
て異なる機能発現をする動的な細胞内器官です。細胞核がもつ
ダイナミズムの基盤となる構造やメカニズムを理解する新たな
視点を開くことを目的としています。具体的には、細胞周期を
通して核内構造が最も大きく変化するDNA複製期と細胞分裂期
に着目し、クロマチン構築や秩序維持に関与する新たな機能分
子を同定し、生細胞でその機能を可視化しながら解析していま
す。
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私の興味
現在の研究テーマ

専門分野：細胞生物学

担当講義： 細胞核機能特論、細胞情報学特論
　　　　　

独立行政法人理化学研究所 今本細胞核機能研究室

今本 尚子 連携教授
Naoko Imamoto

分子生物学、生化学

可視化した核膜孔複合体と核内膜タンパク質
高解像度の光学顕微鏡を用いると、細胞核の表面に存在する１つ１つ
の"核膜孔複合体"と呼ばれる構造体を観ることができます（緑）。こ
の構造体は、核と細胞質の間を流通する分子の"門"となっていて、通
過して良い分子だけを通す、関所のような役割をします。興味深いこ
とに、この"門"の核表面上の分布は、細胞機能によって規則的に変化
する。その変化は、筋ジストロフィーや早老症といった、様々な遺伝
病の原因因子となっているラミンという、核内膜タンパク質（赤）に
よって制御されて起こることが、私たちの研究グループの解析で最近
わかってきました。



ひとこと

創薬化学に興味がある人を歓迎します。

化学と生物の融合を図り、創薬基盤研究を進め
たい。

天然化合物探索：新規バイオプローブ探索の微
生物化学的研究

低分子作用機構解明：バイオプローブの分子標
的解明

分子標的探索：新たな分子標的の開拓と機能解
析
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私の興味
現在の研究テーマ

専門分野：ケミカルバイオロジー

担当講義： ケミカルバイオロジー
　　　　　

長田 裕之 連携教授
Hiroyuki Osada

独立行政法人理化学研究所 ケミカルバイオロジー研究領域領域長

＜学術的意義＞
二次代謝調節機構を

制御する技術基盤の構築
＜社会的貢献＞
治療薬開発・創薬基盤

長田研究室の微生物研究

バイオメディエーター
（内在性・外来性の

低分子化合物）

放線菌

糸状菌
植物

転写制御

放線菌、糸状菌

ゲノム解析
生合成研究
メタボローム解析

解析データの統合
代謝系のモデル化
代謝調節予測

化合物による
発現制御

メタボローム

プロテオーム

トランスクリプトーム

ゲノム

当研究室では、放線菌・糸状菌の二次代謝制御をゲノムからメタボロームまで一貫して研究しています。
代謝産物を化合物バンクに収集し、その生物活性評価も行っています。



ひとこと

今のうちに、興味を持ったことにはどんどんチャレンジ
したらいいと思います。その経験が皆さんの人生にとっ
て財産になるはずです。

学部学生時代に、指導教官の先生から、"PNGaseという糖鎖を
外す酵素を培養細胞から探す"というテーマをいただきました。
実はその当時の総説には"そのような活性は哺乳動物細胞には
存在しない"という記述があったのですが、幸か不幸か、当時
勉強以外のことに夢中だった私はその事実に気づきませんでし
た。結局約１年後に活性を検出することに成功しました。その
後、この酵素の遺伝子を７年かけて（修士、博士、ポスドク研
究員）同定しました。運よく研究者として独立した後も、未だ
にPNGaseを研究の中心に据えています。
つまる所、私の研究は現在に至るまで学部学生時代の研究に端
を発しています。

細胞質PNGaseの生物学：生理機能と分子進化
　これまで細胞質PNGaseは、不要のタンパク質を分解、除去
するような細胞内のタンパク質品質管理機構に関与しているこ
とが分かっています。この酵素は酵母からヒトまでよく保存さ
れていますが、生物種によって新たなドメイン構造を獲得した
ものが多く、進化という観点から興味深いタンパク質です。一
方でショウジョウバエやアカパンカビなどでは、そのホモログ
タンパク質は生物の正常な発生、生育に重要であるにも関わら
ず酵素活性が見られません。明らかにPNGaseは酵素としてタ
ンパク質の品質管理で働く以外の重要な機能を持っているらし
いのです。
　現在私達のチームでは、PNGaseの品質管理機構における役
割のほか、PNGaseの新しい生理機能の詳細についても様々な
モデル生物を用いて研究しています。

遊離N型糖鎖の非リソソーム代謝の分子機構とその生物
学的重要性
　細胞質のPNGaseによって遊離される糖鎖はどのような運命
を辿るのでしょうか？生化学の教科書を開いても、糖鎖の代謝
は"リソソーム"で起こる、という記述でほぼ完結しています。
しかしながら、この細胞質で作られる遊離糖鎖はリソソームに
運ばれる前に細胞質で代謝される機構があることが明らかに
なってきました。この"ポストゲノム"と称される時代でも、こ
の生化学の教科書にも当然記述されるべき基本的な代謝、分解
機構については、その存在が漸く認識されつつある、という段
階であり、関わる酵素の多くはその実体さえよく分かっていな
いのです。
　現在私達のチームでは、出芽酵母および哺乳動物を用いて、
この新しい、"非リソソーム"代謝の分子機構の解明と、その生
物学的重要性について研究を行っています。
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私の興味
現在の研究テーマ

専門分野：糖鎖生物学　

鈴木　匡 連携教授
Tadashi Suzuki

独立行政法人理化学研究所　基幹研究所　糖鎖代謝学研究チーム

糖鎖代謝学

写真提供：RIKEN

哺乳動物細胞における、糖タンパク質N型糖鎖の"非リソソーム"
代謝機構。
私達がこれまで遺伝子を同定してきた酵素（PNGase, ENGase,
Man2C1）以外に、まだまだ不明のプロセス（??）が多く残さ
れています。



プロテオミクスの技術を開発し、生命の謎の解明に貢献
すること。
（タンパク質の総体をプロテオームと呼び、その技術、
方法や研究分野をプロテオミクスと言う。）

翻訳後修飾を含めた詳細なタンパク質の構造解析法
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私の興味 現在の研究テーマ

専門分野：生化学、タンパク質化学

担当講義：機能タンパク質構造解析特論、細胞情報学特論6
　　　　　

堂前　直 連携准教授
Naoshi Dohmae

独立行政法人理化学研究所　バイオ解析チーム

プロテオミクス

新規植物ペプチドホルモンの発見
ヒャクニチソウの葉肉細胞を培養すると道菅細胞へ分化しますが、一定の割合しか分化しません。培地中に放出されたこの制御因子
（tracheary element differentiation inhibitory factor (TDIF)）を精製し構造解析したところ、ヒドロキシプロリンを含む
12ペプチドであり、CLEと呼ばれる細胞間相互作用に関わるレセプターのリガンドと予想される一群の遺伝子産物でした。

ひとこと

遺伝子が生物機能を発現する際には、必ずタンパク質が
働いています。だから、タンパク質の構造を解くことは、
さまざまな生命現象を理解する大きな足がかりとなりま
す。また、ゲノム、トランスクリプトーム、プロテオー
ム、メタボロームの中で最も多様性のあるプロテオーム
を解析することは、大変困難です。
だからこそ、面白さもひとしおです。ぜひ、一緒にやっ
てみませんか。
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分子生物学科では、様々な研究機器を駆使して、日々最先端の実験に取り組んでいます。これらの研究機器のいくつか
について、ご紹介しましょう。

共焦点レーザー顕微鏡

葉の気孔の細胞。
緑色に光っているのは液胞膜。

蛍光を発する物質でタンパク質に印をつけ、
レーザーを用いて微弱なシグナルを検出します。
この顕微鏡を使うと、タンパク質が実際に働い
ている居場所を正確に知ることができます。細
胞内のミクロな世界を日々垣間見るのは、まさ
に生命科学の醍醐味です。

バイオイメージアナライザー
ラジオアイソトープで標識した物質を生物に取
り込ませ、イメージングプレートと高感度のス
キャナーを用いて放射線エネルギーを可視化す
る画像解析システムです。その検出感度の高さ
から、核酸（DNA）やタンパク質の検出、酵素
活性の測定など様々なアプリケーションにも利
用されています。

植物の葉に吸収された放射線物質のイメージ

新型シーケンサー（塩基配列解読機）

ヒトやシロイヌナズナなどのモデル生物ではゲ
ノムDNAの全塩基配列が解読され、私たち一人
一人の遺伝情報まで全て調べることが可能な時
代になろうとしています。塩基配列情報の取得
を行うためのシーケンサーは現代の分子生物学
で最も重要な実験器機の一つです。昨年導入さ
れた新型のシーケンサーでは、これまで12時間
必要だった解読時間が30分たらずで終了し、自
分で増やしたDNAの塩基配列を確認したり、遺
伝子の変異箇所を同定することも手軽に行える
ようになりました。

ガスクロマトグラフィー　
マーガリンとバターのどちらが健康に良いか気
にしたことがありますか？植物性脂肪から作ら
れるマーガリンは不飽和脂肪酸が多いのが特徴
です。このような脂肪の不飽和化は植物自身に
とっても、生体膜の構造と機能に密接に関わっ
ています。ガスクロマトグラフィーを使うと、
生体に含まれる微量な脂質成分をガス状にして、
分離・同定することができます。学生実習にも、
このような高度な装置を使った自由研究を取り
入れています。

パルミチン酸やオレイン酸など、
各脂肪酸が異なるピークとして
検出される

DNAの４種の塩基が異なる
色で表された解析データ

研究機器紹介
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構内図

国立大学法人埼玉大学　 理学部分子生物学科

〒3 3 8 -8 5 7 0 さ い た ま 市桜区下大久保2 5 5

大学院理工学研究科生命科学系専攻分子生物学コ ー ス

入試に 関す る 全般的な 問い 合わ せ 先　 　

出張授業・ 学生派遣に 関す る 問い 合わ せ は 入試課（ 0 4 8 -8 5 8 -9 2 0 1 ） へ お 願い し ま す 。
出張講義の 情報は 、 理学部ホ ー ム ペ ー ジ で も 公開さ れ て い ま す 。
　 　 　 　 （ h ttp :/ /w w w .s c i.s a ita m a -u .a c . jp /c o n te n t / sh a k a iko u ke n .h tm l）

電話:　 0 4 8 -8 5 8 -3 7 4 7 （ 分子生物学科事務室）
電子メ ー ル ： b u n sh i@ m o lb io l.s a ita m a -u .a c . jp
ホ ー ム ペ ー ジ ： h ttp :/ /w w w .m o lb io l.s a ita m a -u .a c . jp /

交通案内
ＪＲ京浜東北線 → 北浦和駅（ 西口） →「 埼玉大学」 行バ ス （ 終点下車） 約１５分
ＪＲ埼京線 → 南与野駅 →北入口バ ス 停か ら 「 埼玉大学」 行バ ス （ 終点下車） 約１０分

　 　 →西口バ ス 停か ら 「 志木駅東口」 行バ ス （ 「 埼玉大学」 で 途中降車） 約１０分
→西口バ ス 停か ら 「 埼玉大学」 行バ ス （ 終点下車） 約１０分

東武東上線 → 志木駅（ 東口） →「 南与野駅西口」 行バ ス （ 「 埼玉大学」 で 途中降車） 約２０分
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